
　我が家の２代目のワンコ、白柴　我が家の２代目のワンコ、白柴
の「の「テンテン」３歳です。目元涼しく」３歳です。目元涼しく
性格穏やか。人間・犬・猫にもフ性格穏やか。人間・犬・猫にもフ
レンドリーなイケメン犬。大好きレンドリーなイケメン犬。大好き
なお父さんの枕に体を擦りつけたなお父さんの枕に体を擦りつけた
り舐めたりして、匂いづけするのり舐めたりして、匂いづけするの
が日課です。 笛田　須藤さん方が日課です。 笛田　須藤さん方

雲
間
よ
り
降
り
来
る
光
の
矢
を
受
け
て
漁
船
は
帰
る
腰
越
漁
港
へ

雲
間
よ
り
降
り
来
る
光
の
矢
を
受
け
て
漁
船
は
帰
る
腰
越
漁
港
へ

 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

上
句
の
描
写
に
よ
っ
て
景
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
。

　

上
句
の
描
写
に
よ
っ
て
景
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
。

柏
尾
川
の
電
線
に
川
鵜
止
ま
り
い
る
数
え
て
十
九
後
か
ら
一
羽

柏
尾
川
の
電
線
に
川
鵜
止
ま
り
い
る
数
え
て
十
九
後
か
ら
一
羽

 

城
廻　

塩
田　

文
子

城
廻　

塩
田　

文
子

　

下
句
の
数
詞
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
感
が
加
わ
っ
た
。

　

下
句
の
数
詞
に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
感
が
加
わ
っ
た
。

か
ま
き
り
と
一
緒
に
散
歩
を
し
て
来
た
り
ビ
ニ
ー
ル
傘
に
止
ま
ら

か
ま
き
り
と
一
緒
に
散
歩
を
し
て
来
た
り
ビ
ニ
ー
ル
傘
に
止
ま
ら

せ
た
ま
ま

せ
た
ま
ま 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

　

日
常
か
ら
切
り
取
っ
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
発
想
。

　

日
常
か
ら
切
り
取
っ
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
発
想
。

こ
こ
に
も
又
原
発
は
あ
り
安
全
と
繰
り
返
さ
れ
る

こ
こ
に
も
又
原
発
は
あ
り
安
全
と
繰
り
返
さ
れ
る
地な

い

な

い震
多
き
国

多
き
国 

 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

う
っ
す
ら
と
白
き
粒
子
の
降
り
積
も
り

う
っ
す
ら
と
白
き
粒
子
の
降
り
積
も
り
静し

じ
ま

し
じ
ま寂

ひ
き
し
む
る
霜
月
の

ひ
き
し
む
る
霜
月
の

朝 

逗
子
市　

木
村　
　

勲

逗
子
市　

木
村　
　

勲

猫
た
ち
は
萩
の
こ
ぼ
る
る
禅
寺
に
肉
球
み
せ
つ
つ
毛
づ
く
ろ
い
す

猫
た
ち
は
萩
の
こ
ぼ
る
る
禅
寺
に
肉
球
み
せ
つ
つ
毛
づ
く
ろ
い
す

る 

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

由
比
ガ
浜　

多
賀　

聖
子

一
年
中
温
か
い
ス
ー
プ
欠
か
さ
ず
に
飲
め
ば
漲
る
朝
の
溌
刺

一
年
中
温
か
い
ス
ー
プ
欠
か
さ
ず
に
飲
め
ば
漲
る
朝
の
溌
刺

 

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

扇
ガ
谷　

鈴
木　

久
子

中
秋
も
こ
の
十
月
も
天
体
の
シ
ョ
ウ
を
見
ら
れ
ず
恨
め
し
き
雲

中
秋
も
こ
の
十
月
も
天
体
の
シ
ョ
ウ
を
見
ら
れ
ず
恨
め
し
き
雲

 

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

時と

き

と

き間
刻
む
ト
ン
ガ
リ
屋
根
の
時
計
台
百
歳
に
な
り
し
か
街
見
守
り

刻
む
ト
ン
ガ
リ
屋
根
の
時
計
台
百
歳
に
な
り
し
か
街
見
守
り

て 

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

狂
騒
の
仮
面
を
脱
ぎ
し
少
年
の
あ
ど
け
な
き
顔
に
ひ
と
み
麗
し

狂
騒
の
仮
面
を
脱
ぎ
し
少
年
の
あ
ど
け
な
き
顔
に
ひ
と
み
麗
し

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

ひ
き
込
ま
れ
る
眠
気
に
意
欲
も
う
す
れ
ゆ
く
硯
に
墨
を
残
し
た
る

ひ
き
込
ま
れ
る
眠
気
に
意
欲
も
う
す
れ
ゆ
く
硯
に
墨
を
残
し
た
る

ま
ま
ま
ま 

大
庭　

青
木
寿
美
子

大
庭　

青
木
寿
美
子

冬
麗
や
水
琴
窟
の
良
く
響
く

冬
麗
や
水
琴
窟
の
良
く
響
く 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

　

冬
晴
れ
の
寒
気
の
中
で
聞
く
冴
え
た
音
色
。
清
冽
。

　

冬
晴
れ
の
寒
気
の
中
で
聞
く
冴
え
た
音
色
。
清
冽
。

あ
り
の
ま
ま
生
き
て
今
日
あ
り
草
の
花

あ
り
の
ま
ま
生
き
て
今
日
あ
り
草
の
花 

鵠
沼　

一
色
千
穗
子

鵠
沼　

一
色
千
穗
子

　

季
節
の
移
ろ
い
に
沿
い
、
自
己
を
見
つ
め
る
日
々
。

　

季
節
の
移
ろ
い
に
沿
い
、
自
己
を
見
つ
め
る
日
々
。

木
枯
や
秘
湯
尋
ね
て
ひ
と
り
旅

木
枯
や
秘
湯
尋
ね
て
ひ
と
り
旅 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

　

寒
気
に
た
え
て
己
と
向
き
合
う
静
寂
が
好
ま
し
い
。

　

寒
気
に
た
え
て
己
と
向
き
合
う
静
寂
が
好
ま
し
い
。

遊
行
寺
や
小
鳥
舞
ふ
ご
と
銀
杏
散
る

遊
行
寺
や
小
鳥
舞
ふ
ご
と
銀
杏
散
る 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

広
大
な
境
内
に
大
銀
杏
。
根
方
の
ベ
ン
チ
は
特
等
席
。

　

広
大
な
境
内
に
大
銀
杏
。
根
方
の
ベ
ン
チ
は
特
等
席
。

運
動
会
ハ
グ
す
る
曽
孫
日
の
匂
ひ

運
動
会
ハ
グ
す
る
曽
孫
日
の
匂
ひ 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

　

「
頑
張
っ
た
ネ
」
と
抱
き
締
め
れ
ば
。
ふ
れ
あ
い
の
極
。

　

「
頑
張
っ
た
ネ
」
と
抱
き
締
め
れ
ば
。
ふ
れ
あ
い
の
極
。

独
り
居
に
適
ふ
静
け
さ
秋
深
し

独
り
居
に
適
ふ
静
け
さ
秋
深
し 

六
浦　

岩
澤　

正
春

六
浦　

岩
澤　

正
春

枯
野
行
く
吾
も
一
世
の
旅
人
か

枯
野
行
く
吾
も
一
世
の
旅
人
か 

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

真
緑
に
毬
栗
の
満
つ
小
布
施
か
な

真
緑
に
毬
栗
の
満
つ
小
布
施
か
な 

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

七
里
ガ
浜
東　

嶋　
　

尚
久

母
想
ふ
母
の
好
み
し
秋
桜

母
想
ふ
母
の
好
み
し
秋
桜 

腰
越　

大
川　

昭
子

腰
越　

大
川　

昭
子

見
覚
え
の
径
今
は
な
し
冬
桜

見
覚
え
の
径
今
は
な
し
冬
桜 

常
盤　

片
岡　

和
子

常
盤　

片
岡　

和
子

巡
り
来
し
た
だ
い
ま
傘
壽
紅
葉
山

巡
り
来
し
た
だ
い
ま
傘
壽
紅
葉
山 

腰
越　

小
河　

哲
美

腰
越　

小
河　

哲
美

さ
わ
や
か
や
見
舞
ひ
を
賜
ふ
師
の
笑
顔

さ
わ
や
か
や
見
舞
ひ
を
賜
ふ
師
の
笑
顔 

今
泉　

小
林　

今
泉　

小
林　

子

頼
朝
の
墓
の
き
ざ
は
し
夕
時
雨

頼
朝
の
墓
の
き
ざ
は
し
夕
時
雨 

腰
越　

近
藤　

源
司

腰
越　

近
藤　

源
司

役
終
え
て
な
ほ
ニ
ヒ
ル
な
る
案
山
子
か
な

役
終
え
て
な
ほ
ニ
ヒ
ル
な
る
案
山
子
か
な 

台　
　

魚
住　

藤
明

台　
　

魚
住　

藤
明

木
枯
や
托
鉢
僧
の
若
き
脛

木
枯
や
托
鉢
僧
の
若
き
脛 

玉
縄　

篠
田　

祥
子

玉
縄　

篠
田　

祥
子

赤
と
ん
ぼ
墓
石
に
停
ま
り
誰
を
待
つ

赤
と
ん
ぼ
墓
石
に
停
ま
り
誰
を
待
つ 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

霧
深
き
山
家
泊
ま
り
の
静
か
さ
よ

霧
深
き
山
家
泊
ま
り
の
静
か
さ
よ 

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

鳥
ら
の
塒
争
ひ
秋
夕
焼

鳥
ら
の
塒
争
ひ
秋
夕
焼 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

草
も
木
も
熟
年
な
り
し
秋
日
和

草
も
木
も
熟
年
な
り
し
秋
日
和 

片
瀬
海
岸　

伊
東　
　

清

片
瀬
海
岸　

伊
東　
　

清

炊
き
た
て
の
栗
飯
先
ず
は
お
供
え
す

炊
き
た
て
の
栗
飯
先
ず
は
お
供
え
す 

片
瀬
海
岸　

川
島　

俊
子

片
瀬
海
岸　

川
島　

俊
子

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展

企
画
展
「
世
界
の
ク
ロ

「
世
界
の
ク
ロ

サ
ワ
と
ミ
フ
ネ
」
１
月

サ
ワ
と
ミ
フ
ネ
」
１
月
1515
日

ま
で
。
３
百
円
。

ま
で
。
３
百
円
。

　

▽

　

▽
映
画
映
画
1212
月
２
〜
４
日

月
２
〜
４
日

「
赤
ひ
げ
」

「
赤
ひ
げ
」
、
1313
〜
1515
日「
銀
「
銀

嶺
の
果
て
」

嶺
の
果
て
」
、
1616
〜
1818
日

「
乱
」

「
乱
」千
円
。☎

千
円
。☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
「
み
ん
な
の
学
校
」

「
み
ん
な
の
学
校
」

上
映
会
と
講
演
会

上
映
会
と
講
演
会

　

１
月
５
日

　

１
月
５
日
1414
・
1818
時
、鎌
倉

時
、鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。す
べ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。す
べ

て
の
子
ど
も
に
居
場
所
を
作

て
の
子
ど
も
に
居
場
所
を
作

り
、「
不
登
校
ゼ
ロ
」を
目
指

り
、「
不
登
校
ゼ
ロ
」を
目
指

す
大
空
小
学
校
の
記
録
と
木

す
大
空
小
学
校
の
記
録
と
木

村
泰
子
初
代
校
長
の
講
演
。

村
泰
子
初
代
校
長
の
講
演
。

２
千
円
。

２
千
円
。

要
申
込
。

要
申
込
。

ひ
ま
わ
り

ひ
ま
わ
り

教
室
☎
０

教
室
☎
０

８
０
・
６

８
０
・
６

５
５
０
・

５
５
０
・

６
３
９
８

６
３
９
８

▼
観か

ん
ひ
か
り

か
ん
ひ
か
り

○
光
○
光 

Ａ
Ｒ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
鎌
倉
展「
円
相
」

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
鎌
倉
展「
円
相
」

　

1212
月
４
日
ま
で
建
長
寺
、

月
４
日
ま
で
建
長
寺
、

浄
智
寺
、円
覚
寺
。作
家
が
寺

浄
智
寺
、円
覚
寺
。作
家
が
寺

で
心
の
対
話
を
し
て
制
作
し

で
心
の
対
話
を
し
て
制
作
し

た
日
本
画
・
洋
画
・
鎌
倉
彫
・

た
日
本
画
・
洋
画
・
鎌
倉
彫
・

陶
芸
・
写
真
な
ど

陶
芸
・
写
真
な
ど
2525
点
。無
料

点
。無
料

（
別
途
拝
観
料
）。実
行
委
☎

（
別
途
拝
観
料
）。実
行
委
☎

０
７
５
・
８
１
２
・
１
０
７
８

０
７
５
・
８
１
２
・
１
０
７
８

▼
銀
の
鈴
社
の
催
し

銀
の
鈴
社
の
催
し

　

▽

　

▽
終
刊
終
刊
8080
年
『
赤
い
鳥
』

年
『
赤
い
鳥
』

展
1212
月
８
〜

月
８
〜
2525
日
銀
の
鈴
ギ

日
銀
の
鈴
ギ

ャ
ラ
リ
ー
。
▽

ャ
ラ
リ
ー
。
▽
か
ま
く
ら
学

か
ま
く
ら
学

府
「
鎌
倉
ゆ
か
り
の
人
々
」

「
鎌
倉
ゆ
か
り
の
人
々
」

太
田
愛
人
・
城
戸
朱
理
・
富

太
田
愛
人
・
城
戸
朱
理
・
富

岡
幸
一
郎
の
鼎
談
と
交
流
会

岡
幸
一
郎
の
鼎
談
と
交
流
会

　

1212
月
４
日

月
４
日
1414
時
、鎌
倉
・
二

時
、鎌
倉
・
二

楽
荘
。食
事
付
７
千
円
。要
申

楽
荘
。食
事
付
７
千
円
。要
申

込
。☎
込
。☎
6161
・
１
９
３
０

・
１
９
３
０

▼
映
画
映
画

　

▽

　

▽
か
ま
く
ら
銀
幕
上
映
会

か
ま
く
ら
銀
幕
上
映
会

会
場
は
鎌
倉
芸
術
館
、
各

会
場
は
鎌
倉
芸
術
館
、
各
1111

・
1414
時
。
時
。
1212
月
５
日
「
フ
ラ

月
５
日
「
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ウ
！
」
、

ワ
ー
シ
ョ
ウ
！
」
、
1414
日

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
眺
め
の
い

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
眺
め
の
い

い
部
屋
売
り
ま
す
」
、

い
部
屋
売
り
ま
す
」
、
2121

日
「
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー

日
「
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー

レ
」
。
各
千
４
百
円
、
前
売

レ
」
。
各
千
４
百
円
、
前
売

千
円
。
ド
リ
ー
ム
・
ア
ー
ツ

千
円
。
ド
リ
ー
ム
・
ア
ー
ツ

☎
0303
・
５
９
６
９
・
８
０
８
１

・
５
９
６
９
・
８
０
８
１

　

▽

　

▽
ク
リ
ス
マ
ス
子
供
映
画

ク
リ
ス
マ
ス
子
供
映
画

会
1111
日
1313
時
半
、
鎌
倉
市
中

時
半
、
鎌
倉
市
中

央
図
書
館
。
「
金
の
ガ
チ
ョ

央
図
書
館
。
「
金
の
ガ
チ
ョ

ウ
」
な
ど
。
無
料
。
鎌
倉
視

ウ
」
な
ど
。
無
料
。
鎌
倉
視

聴
覚
協
会
☎

聴
覚
協
会
☎
2323
・
０
３
０
６

・
０
３
０
６

　

▽

　

▽
「
ベ
ル
＆
セ
バ
ス
チ
ャ

「
ベ
ル
＆
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
」
ン
」
1111
日
1010
・
1414
時
あ
ー
す

時
あ
ー
す

ぷ
ら
ざ
。

ぷ
ら
ざ
。
「
き
み
に
読
む
物

「
き
み
に
読
む
物

語
」
語
」
2323
日
1010
・
1414
時
。
各
４

時
。
各
４

百
円
、小
中
学
生
百
円
。☎
０

百
円
、小
中
学
生
百
円
。☎
０

４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

　

▽

　

▽
十
二
月
に
語
る
平
和
―

十
二
月
に
語
る
平
和
―

映
画
と
歌
で
伝
え
る
い
の
ち

映
画
と
歌
で
伝
え
る
い
の
ち

1616
日
1414
時
、
鎌
倉
生
涯
学
習

時
、
鎌
倉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。
「
福
島

セ
ン
タ
ー
。
「
福
島 
生
き
生
き

も
の
の
記
録
Ⅳ
」
上
映
と
シ

も
の
の
記
録
Ⅳ
」
上
映
と
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・

小
室
等
さ
ん
の
歌
と
話
。
千

小
室
等
さ
ん
の
歌
と
話
。
千

５
百
円
。要
申
込
。鎌
倉
・
岐

５
百
円
。要
申
込
。鎌
倉
・
岐

れ
路
の
会
☎

れ
路
の
会
☎
2424
・
０
５
０
１

・
０
５
０
１

　

▽

　

▽
こ
ど
も
映
画
館「
ス
ノ

こ
ど
も
映
画
館「
ス
ノ

ー
マ
ン
と
ク
リ
ス
マ
ス
」

ー
マ
ン
と
ク
リ
ス
マ
ス
」2727

日
1010
時
半
、川
喜
多
映
画
記

時
半
、川
喜
多
映
画
記

念
館
。「
ス
ノ
ー
マ
ン
」上
映

念
館
。「
ス
ノ
ー
マ
ン
」上
映

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。幼
稚

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。幼
稚

園
〜
小
学
校
低
学
年
。百
円
。

園
〜
小
学
校
低
学
年
。百
円
。

要
申
込
。
☎

要
申
込
。
☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

　

▽

　

▽
「
ア
イ
リ
ス
・
ア
プ
フ

「
ア
イ
リ
ス
・
ア
プ
フ

ェ
ル
！
―

ェ
ル
！
―
9494
歳
の
ニ
ュ
ー
ヨ

歳
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
」

ー
カ
ー
」
１
月
１
月
2121
日
1414
時
、
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

無
料
。
申
込
は
１
月

無
料
。
申
込
は
１
月
1010
日
ま
日
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
２
４

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
２
４

８
―
０
０
０
６
小
町
１
―

８
―
０
０
０
６
小
町
１
―
1010

―
５
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
☎

―
５
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
☎
2525

・
２
０
３
０

・
２
０
３
０

▼
絵
本
で
知
る
世
界
の
国
々

絵
本
で
知
る
世
界
の
国
々

　

1212
月
1818
日
ま
で
本
郷
台
駅

日
ま
で
本
郷
台
駅

そ
ば
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
Ｉ

そ
ば
の
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国
際
図
書
館
連

Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国
際
図
書
館
連

盟
）
が
集
め
、
国
際
こ
ど
も

盟
）
が
集
め
、
国
際
こ
ど
も

図
書
館
に
寄
贈
し
た
絵
本
３

図
書
館
に
寄
贈
し
た
絵
本
３

２
５
冊
を
展
示
。
絵
本
の
場

２
５
冊
を
展
示
。
絵
本
の
場

面
を
再
現
し
た
木
工
作
品
の

面
を
再
現
し
た
木
工
作
品
の

展
示
も
。
☎
０
４
５
・
８
９

展
示
も
。
☎
０
４
５
・
８
９

６
・
２
１
２
１

６
・
２
１
２
１

▼
市
民
文
化
祭
・
鎌
倉

市
民
文
化
祭
・
鎌
倉

演
劇
連
盟
合
同
公
演

演
劇
連
盟
合
同
公
演

　

1212
月
2323
日
1515
・
1818
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

「
夢
は
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
夢
は
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
Vol.Vol.

３ 

『
七
色
風
船
』虹
を
つ
か

『
七
色
風
船
』虹
を
つ
か

む
」。千
５
百
円
、
前
売
千

む
」。千
５
百
円
、
前
売
千

円
。
障
害
者
と
付
添
１
人
無

円
。
障
害
者
と
付
添
１
人
無

料（
要
申
込
）。
志
貴
方
☎
０

料（
要
申
込
）。
志
貴
方
☎
０

９
０
・
３
３
３
６
・
５
１
５
４

９
０
・
３
３
３
６
・
５
１
５
４

●
湘
南
地
区
障
害
者
（
児
）作

湘
南
地
区
障
害
者
（
児
）作

品
写
真
展
「
み
ん
な
な
か
ま
展
」

品
写
真
展
「
み
ん
な
な
か
ま
展
」

1212
月
７
〜

月
７
〜
1212
日
鎌
倉
生
涯
学
習

日
鎌
倉
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。障
害
者
（
児
）
の
作

セ
ン
タ
ー
。障
害
者
（
児
）
の
作

品
や
写
真
の
展
示
。無
料
。実
行

品
や
写
真
の
展
示
。無
料
。実
行

委
（
葉
山
町
立
南
郷
中
学
校
）☎

委
（
葉
山
町
立
南
郷
中
学
校
）☎

０
４
６
・
８
７
５
・
９
４
９
４

０
４
６
・
８
７
５
・
９
４
９
４

●
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1212
月
1010
日
建
長
寺
回
春
院
、

日
建
長
寺
回
春
院
、
1717

日
十
二
所
果
樹
園
。

日
十
二
所
果
樹
園
。

▽
お
話
サ
ロ
ン

お
話
サ
ロ
ン
1717
日
1414
時
、
時
、

鎌
倉
市
小
町
の
若
宮
大
路
ビ

鎌
倉
市
小
町
の
若
宮
大
路
ビ

ル
。
「
観
察
会
で
び
っ
く
り
ポ

ル
。
「
観
察
会
で
び
っ
く
り
ポ

ン
！
」
。
百
円
。
各
要
申
込
。

ン
！
」
。
百
円
。
各
要
申
込
。

同
会
☎

同
会
☎
2323
・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

●
松
ぼ
っ
く
り
の
ミ
ニ
ツ
リ

松
ぼ
っ
く
り
の
ミ
ニ
ツ
リ

ー
作
り

ー
作
り　

1212
月
1717
・
1818
日
1111

時
、
時
、
1313
時
半
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

時
半
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
大
船
植
物
園
。無
料
。
入
園

タ
ー
大
船
植
物
園
。無
料
。
入
園

料
３
６
０
円
。☎

料
３
６
０
円
。☎
4646
・
２
１
８
８

・
２
１
８
８

●
鎌
倉
中
央
公
園
の
自
然
観
察

鎌
倉
中
央
公
園
の
自
然
観
察

会　会　

1212
月
1818
日
1313
時
半
。
冬
の

時
半
。
冬
の

野
鳥
。無
料
。☎

野
鳥
。無
料
。☎
4545
・
２
７
５
０

・
２
７
５
０

●
お
正
月
用
し
め
飾
り
作
り

お
正
月
用
し
め
飾
り
作
り

1212
月
2121
日
1010
時
、
笛
田
リ
サ
イ

時
、
笛
田
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
。
８
百
円
。
要

ク
ル
セ
ン
タ
ー
。
８
百
円
。
要

申
込
。
鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

申
込
。
鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

会
議
☎

会
議
☎
3232
・
９
０
９
４

・
９
０
９
４

　鎌倉市中央図書館（☎25・2611）は10月に一般270冊、　鎌倉市中央図書館（☎25・2611）は10月に一般270冊、
児童書９冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。児童書９冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「頼朝と街道―鎌倉政権の東国支配」木村茂光著　▼「頼朝と街道―鎌倉政権の東国支配」木村茂光著
〈歴史文化ライブラリー〉（吉川弘文館） ▼「護良親王―〈歴史文化ライブラリー〉（吉川弘文館） ▼「護良親王―
武家よりも君の恨めしく渡らせ給ふ」新井孝重著〈ミネ武家よりも君の恨めしく渡らせ給ふ」新井孝重著〈ミネ
ルヴァ日本評伝選〉 ▼「渡辺のわたし　新装版」斉藤斎ルヴァ日本評伝選〉 ▼「渡辺のわたし　新装版」斉藤斎
藤著（港の人） ▼「ごはんの時間―井上ひさしがいた風藤著（港の人） ▼「ごはんの時間―井上ひさしがいた風
景」井上都著（新潮社）景」井上都著（新潮社）
　▼「生きるべきように生きれば、いつの日にかかなら　▼「生きるべきように生きれば、いつの日にかかなら
ず花は咲くものです」辰巳芳子著（KADOKAWA） ▼「神ず花は咲くものです」辰巳芳子著（KADOKAWA） ▼「神
奈川の宿場を歩く　改訂版」神奈川東海道ウォークガ奈川の宿場を歩く　改訂版」神奈川東海道ウォークガ
イドの会編著（神奈川新聞社） ▼「京都の古社寺―知っイドの会編著（神奈川新聞社） ▼「京都の古社寺―知っ
ておけば３倍たのしい」淡交社編集局編〈淡交ムック〉 ておけば３倍たのしい」淡交社編集局編〈淡交ムック〉 
▼「奈良の朝歩き、宵遊び―奈良を愉しむ」倉橋みどり▼「奈良の朝歩き、宵遊び―奈良を愉しむ」倉橋みどり
著（淡交社） ▼「子育て支援が日本を救う―政策効果の著（淡交社） ▼「子育て支援が日本を救う―政策効果の
統計分析」柴田悠著（勁草書房）統計分析」柴田悠著（勁草書房）
　▼「季節の民俗誌」野本寛一著（玉川大学出版部） ▼　▼「季節の民俗誌」野本寛一著（玉川大学出版部） ▼
「町の未来をこの手でつくる―紫波町オガールプロジ「町の未来をこの手でつくる―紫波町オガールプロジ
ェクト」猪谷千香著（幻冬舎） ▼「食品の保存テク―もェクト」猪谷千香著（幻冬舎） ▼「食品の保存テク―も
っとおいしく、ながーく安心」朝日新聞出版編著　徳っとおいしく、ながーく安心」朝日新聞出版編著　徳
江千代子監修（朝日新聞出版） ▼「漱石の愛した絵は江千代子監修（朝日新聞出版） ▼「漱石の愛した絵は
がき」中島国彦　長島裕子共編（岩波書店） ▼「茨木のがき」中島国彦　長島裕子共編（岩波書店） ▼「茨木の
り子―没後10周年「言の葉」のちから」茨木のり子著り子―没後10周年「言の葉」のちから」茨木のり子著
〈Kawade夢ムック〉〈Kawade夢ムック〉

鎌倉市中央図書館（10月分）鎌倉市中央図書館（10月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

　

1212
月
2626
日
1818
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
く
る
み
割
り
人
形

芸
術
館
。
く
る
み
割
り
人
形

全
幕
。
鈴
木

全
幕
。
鈴
木

和
子
演
出
・

和
子
演
出
・

振
付
、
田
中

振
付
、
田
中

理
紗
子
、
三

理
紗
子
、
三

木
雄
馬
（
谷

木
雄
馬
（
谷

桃
子
バ
レ
エ

桃
子
バ
レ
エ

団
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）
ら
プ
ロ

団
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）
ら
プ
ロ

の
ダ
ン
サ
ー
と
バ
レ
リ
ー
ナ

の
ダ
ン
サ
ー
と
バ
レ
リ
ー
ナ

を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
の
共

を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
の
共

演
。
３
〜
５
千
円
、
収
益
の

演
。
３
〜
５
千
円
、
収
益
の

一
部
を
東
日
本
大
震
災
被
災

一
部
を
東
日
本
大
震
災
被
災

地
な
ど
へ
寄
付
。

地
な
ど
へ
寄
付
。

　

ス
ズ
キ
・
バ
レ
エ
・
ア
ー

　

ス
ズ
キ
・
バ
レ
エ
・
ア
ー

ツ
☎
ツ
☎
4747
・
４
３
４
３

・
４
３
４
３

●
片
岡
球
子
・
平
山
郁
夫
ほ
か

片
岡
球
子
・
平
山
郁
夫
ほ
か

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸（
絵
画
売
買
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸（
絵
画
売
買
）☎24☎24
40814081

▼
ふ
れ
あ
い
寄
席

ふ
れ
あ
い
寄
席

　

1212
月
４
日

月
４
日
1414
時
、
藤
沢
市

時
、
藤
沢
市

西
富
の
ふ
じ
さ
わ
宿
交
流

西
富
の
ふ
じ
さ
わ
宿
交
流

館
。か
な
が
わ
楽
笑
会
出
演
。

館
。か
な
が
わ
楽
笑
会
出
演
。

無
料
。藤
沢
市
郷
土
歴
史
課

無
料
。藤
沢
市
郷
土
歴
史
課

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
2525
・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

▼
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

1212
月
2424
日
1313
時
半
、
今
泉

時
半
、
今
泉

さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
。
大
船

さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
。
大
船

高
校
合
唱
部
出
演
。
鎌
倉
在

高
校
合
唱
部
出
演
。
鎌
倉
在

住
者
。
無
料
。
要
申
込
。
同

住
者
。
無
料
。
要
申
込
。
同

セ
ン
タ
ー
☎

セ
ン
タ
ー
☎
4545
・
４
６
１
１

・
４
６
１
１

▼
藤
沢
市
み
ら
い
創
造

藤
沢
市
み
ら
い
創
造

財
団
の
催
し

財
団
の
催
し

　

▽

　

▽
ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ

ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ

ー
ト
―
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ

ー
ト
―
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
ッ
ク
１
月
１
月
1111
日
1111
時
半
、
藤

時
半
、
藤

沢
市
民
会
館
。

沢
市
民
会
館
。
遊あ

そ
ぶ
え

あ
そ
ぶ
え笛
で
「
黒

で
「
黒

猫
の
タ
ン
ゴ
」「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

猫
の
タ
ン
ゴ
」「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

イ
ッ
チ
の
テ
ー
マ
」な
ど
。５

イ
ッ
チ
の
テ
ー
マ
」な
ど
。５

百
円
（
未
就
学
児
無
料
）
。

百
円
（
未
就
学
児
無
料
）
。

　

▽

　

▽
舞
台
舞
台 

直
人
と
倉
持
の

直
人
と
倉
持
の

会
VOL.VOL.
２
「
２
「
磁じ

場ば

」
１
月
１
月
2121
日

1515
時
、
湘
南
台
文
化
セ
ン
タ

時
、
湘
南
台
文
化
セ
ン
タ

ー
。
倉
持
裕

ー
。
倉
持
裕 

作
・
演
出
、

作
・
演
出
、

竹
中
直
人
ら
出
演
。
３
千
５

竹
中
直
人
ら
出
演
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小室等さん小室等さん

榎俊幸「日月四季鳥獣図榎俊幸「日月四季鳥獣図
屏風」四曲一双の左隻屏風」四曲一双の左隻

２０１６年（平成２８年）12 月１日 第453号 1部　108円 （６）


